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策
」
に
つ
い

て
Ｒ
Ｓ
Ｎ
出 

向
者
を
講
師

と
し
て
招
き
、

研
修
会
を
開

催
し
た
。

研
修
会
で

は
業
界
と
し

て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い「
の
め
り
込
み
防

止
対
策
」に
つ
い
て
、講
師
か
ら
Ｒ
Ｓ
Ｎ

に
出
向
し
て
感
じ
た
こ
と
や
伝
え
た
い

こ
と
の
講
義
が
あ
っ
た
。さ
ら
に
、研
修

テ
ー
マ
の
一
環
と
し
て
、2
0
1
9
年

5
月
14
日（
火
）に
開
催
さ
れ
た「
パ
チ

ン
コ
・
パ
チ
ス
ロ
依
存
問
題
フ
ォ
ー
ラ

ム
」の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
た
。

このコーナーでは、各都府県方面組合から寄せられた、
全国の組合、ホール等による各種の社会貢献・寄付
活動を毎月紹介しています。

埼
玉
県
遊
技
業
協
同
組
合
、
同
防

犯
協
力
会（
趙
顕
洙
理
事
長
）の
藤
田

育
紀
理
事
は
、
多
年
に
わ
た
り
地
域

安
全
思
想
の
普
及
高
揚
や
少
年
の
非

行
防
止

等
、
安

全
で
安

心
な
街

づ
く
り

に
貢
献

し
た
と

し
て
、

埼
玉
県

防
犯
協

会
連
合

会
会
長
及
び
埼
玉
県
警
察
本
部
長
か

ら
表
彰
さ
れ
た
。

　

本
表
彰
状
は
、
2
0
1
9
年
10
月

14
日（
月
）に
開
催
の
令
和
元
年「
埼

玉
県
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
県
民
大
会
」

の
会
場
に
お
い
て
、授
与
さ
れ
る
予
定

で
あ
っ
た
が
、台
風
19
号
に
よ
る
被
害

が
県
内
に
及
ん
だ
こ
と
か
ら
大
会
は
中

止
と
な
り
、後
日
伝
達
さ
れ
た
。

同
県
遊
協
、
同
防
犯
協
力
会
の
呉

泰
栄
理
事
は
、多
年
に
わ
た
り
地
域
安

全
活
動
に
尽
力
し
、
安
全
で
安
心
な

街
づ
く
り
に
貢
献
し
た
と
し
て
、全
国

防
犯
協
会
連
合
会
会
長
か
ら
「
防
犯

栄
誉
銅
章
」を
受
章
し
た
。

　

本
賞
の
表
彰
状
は
、
2
0
1
9
年

10
月
14
日（
月
）に
開
催
の
令
和
元
年

「
埼
玉
県
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
県
民
大

会
」の
会
場
に
お
い
て
、
授
与
さ
れ
る

予
定
で

あ
っ
た

が
、
台

風
19
号

に
よ
る

被
害
が

県
内
に

及
ん
だ

こ
と
か

ら
大
会

は
中
止

と
な
り
、後
日
伝
達
さ
れ
た
。

同
県
遊
協
、同
防
犯
協
力
会
の
下
柳

敏
彦
理
事
は
、多
年
に
わ
た
り
地
域
安

全
活
動
に
尽
力
し
、
安
全
で
安
心
な

街
づ
く
り
に
貢
献
し
た
と
し
て
、関
東

管
区
警
察
局
長
及
び
関
東
防
犯
協
会

連
絡
協
議
会
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。

　

本
表
彰
状
は
、
2
0
1
9
年
10
月

14
日（
月
）に
開
催
の
令
和
元
年「
埼

玉
県
防

犯
の
ま

ち
づ
く

り
県
民

大
会
」

の
会
場

に
お
い

て
、
授

与
さ
れ

る
予
定

で
あ
っ

た
が
、台
風
19
号
に
よ
る
被
害
が
県
内

に
及
ん
だ
こ
と
か
ら
大
会
は
中
止
と
な

り
、後
日
伝
達
さ
れ
た
。

　

広
島
県
遊
技
業
協
同
組
合
青
年
部

会（
西
原
孝
徳
会
長
）は
、
2
0
1
9

年
12
月
19
日（
木
）、
業
界
全
体
が
直

面
し
て
い
る
問
題
の
「
依
存
防
止
対

イ
ベ
ン
ト
の
開
催

青
年
部
会
が
研
修
会
を
実
施

広　

島

全
防
連
会
長
か
ら

「
防
犯
栄
誉
銅
章
」を
受
章

関
東
管
区
警
察
局
長
・
関
東
防
犯 

協
会
連
絡
協
議
会
会
長
か
ら
表
彰

顕
彰
／
表
彰
／
感
謝
状
授
与

埼
玉
県
防
連
会
長
・

埼
玉
県
警
本
部
長
か
ら
表
彰

埼　

玉

各
都
府
県
方
面
組
合
に
よ
る

社
会
貢
献
活
動



〈　統　計　資　料　〉

令和2年3月の型式試験等状況
令和2年4月1日

1.  型式試験実施状況

1 概　況

2 不適合事例

遊技機種別 受理件数
結果書
交付

適合 不適合
みなし
不適合

ぱちんこ 79 81 21 60 0

回　胴 79 62 14 47 1

アレンジボール 0 0 0 0 0

じやん球 0 0 0 0 0

審査区分 不適合事項 理　由

設計書等
審　　査

別表第4
（1）イ（ニ）

特２普電始動口が開放すると、入賞口
等へ遊技球を進めることが不可能とな
る性能を有していた。

別表第4
（1）リ（ト）

入賞口等が遊技の状態によって無効又は
有効となる性能を有していた。

別表第4
（2）ホ（イ）

遊技盤上の電動の回転可動物が、遊技
球の落下を著しく不規則にする性能を
有していた。

遊技機の
試　　験

別表第4
（1）ロ（ハ）

試射試験の結果、1時間出玉率が規則
で定める値を超えた。
試射試験の結果、1時間出玉率が規則
で定める値に満たなかった。

別表第4
（1）ロ（ニ）

試射試験の結果、4時間出玉率が規則
で定める値を超えた。

別表第4
（1）ロ（ホ）

試射試験の結果、10時間出玉率が規則
で定める値を超えた。

別表第4
（1）ロ（へ）

試射試験の結果、役物比率が規則で定
める値を超えた。
試射試験の結果、連続役物比率が規則
で定める値を超えた。

別表第4
（1）へ（ト）

役物連続作動装置が作動していない場
合において、特別電動役物の1回の作動
による大入賞口の開放等の時間が、規
則で定める値を超えた。

別表第4
（1）ト（ホ）

試射試験の結果、条件装置の作動に係
る大入賞口内の特定の領域を通過する
遊技球の数の割合が規則で定める値を
超えた。

ア　ぱちんこ

2.  型式試験受理等状況

1 概　況

2 取消事例

遊技機種別 受理件数 持帰り件数 取消件数

ぱちんこ 79 0 3

回　胴 79 0 1

アレンジボール 0 0 0

じやん球 0 0 0

ア　ぱちんこ
（ア）遊技機の仕様に変更が生じた。
（イ）シリーズ機が適合した。
（ウ）型式試験の申請予定を変更した。

イ　回　胴
（ア）シリーズ機が適合した。

イ　回　胴

審査区分 不適合事項 理　由

設計書等
審　　査

書類不備
（みなし不適合）

遊技機設計値算定書の設計値に不備があ
り、申請者が記載しようとした事項が容
易に推測できるものでなかった。

審査区分 不適合事項 理　由

遊技機の
試　　験

別表第5
（1）ロ（へ）

シミュレーション試験の結果、400回出
玉率が規則で定める値を超えた。

別表第5
（1）ロ（チ）

シミュレーション試験の結果、1,600回
出玉率が規則で定める値を超えた。

別表第5
（1）ロ（ヌ）

シミュレーション試験の結果、6,000回
出玉率が規則で定める値を超えた。

別表第5
（1）ロ（ヲ）

シミュレーション試験の結果、17,500回
出玉率が規則で定める値を超えた。

別表第5
（1）ロ（カ）

シミュレーション試験の結果、連続役物
比率が規則で定める値を超えた。

別表第5
（1）ロ（ホ）

試射試験の結果、400回出玉率が規則
で定める値を超えた。
試射試験の結果、400回出玉率が規則
で定める値に満たなかった。

別表第5
（1）ロ（ト）

試射試験の結果、1,600回出玉率が規則
で定める値を超えた。
試射試験の結果、1,600回出玉率が規則
で定める値に満たなかった。

別表第5
（1）ロ（リ）

試射試験の結果、6,000回出玉率が規則
で定める値を超えた。
試射試験の結果、6,000回出玉率が規則
で定める値に満たなかった。

別表第5
（1）ロ（ル）

試射試験の結果、17,500回出玉率が規
則で定める値を超えた。
試射試験の結果、17,500回出玉率が規
則で定める値に満たなかった。

18遊報 YUHO　May 2020

て
、」各
ホ
ー
ル
が
年
始
客
に
配
付
し

て
い
る
挨
拶
商
品
の
年
賀
シ
ー
ル
貼
り

作
業
を
依
頼
し
、そ
の
労
賃
を
支
払
っ

た
。青

森
県
遊
技
業
協
同
組
合
傘
下
の
青

森
県
中
弘
南
遊
技
業
防
犯
協
力
会（
上
谷

眞
一
会
長
）は
、2
0
2
0
年
1
月
30

日（
木
）、こ
れ
ま
で
の
弘
前
地
区
防
犯

協
会
や
同
地
区

少
年
警
察
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡

会
等
に
対
す
る

賛
助
金
や
物
品

提
供
等
の
活
動

支
援
が
評
価
さ

れ
、
弘
前
警
察

署
か
ら
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
た
。

　

埼
玉
県
遊
技
業
協
同
組
合
傘
下
の

県
内
所
在
の
組
合
員
ホ
ー
ル
1
店
舗

は
、2
0
1
9
年
10
月
11
日（
金
）、第

25
回
越
谷
市
地
域
安
全
推
進
大
会
・

暴
力
排
除
推
進
大
会
に
お
い
て
、
越

谷
市
防
犯
協
会
長
・
越
谷
警
察
署
長

か
ら
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
た
。

　

埼
玉
県
遊
技
業
協
同
組
合
傘
下
の

県
内
所
在
の
組
合
員
3
ホ
ー
ル
は
、

2
0
1
9
年
10
月
19
日（
土
）、「
令
和

元
年
度
上
尾
・
桶
川
・
伊
奈 

暴
力
排

除
地
域
安
全
大
会
」に
お
い
て
、上
尾

地
方
防
犯
協
会
長
・
上
尾
警
察
署
長

か
ら
、地
域
安
全
功
労
者
と
し
て
感
謝

状
を
授
与
さ
れ
た
。

　

大
分
県
遊
技
業
協
同
組
合（
力
武 

一
郎
理
事
長
）は
、2
0
2
0
年
1
月

16
日（
木
）、
福
祉
施
設
で
生
活
し
て

い
る
人
に
年
賀
シ
ー
ル
貼
り
を
依
頼

し
、
そ
の
労
務
に
対
し
て
対
価
を
支

払
う
」こ
と
及
び
「
そ
の
労
務
に
対
し

共
同
の
作
業
を
行
い
入
所
者
と
の
融

和
を
図
る
」
こ

と
を
目
的
と
し

て
、
社
会
福
祉

法
人
・
そ
よ
か

ぜ
「
ふ
れ
あ
い

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ひ

の
で
」
に
お
い

越
谷
市
防
犯
協
会
長
・
越
谷
警
察

署
長
か
ら
感
謝
状
を
授
与

埼　

玉

上
尾
地
方
防
犯
協
会
長
・
上
尾
警
察

署
長
か
ら
感
謝
状
を
授
与

顕
彰
／
表
彰
／
感
謝
状
授
与

弘
前
警
察
署
か
ら
感
謝
状
を
授
与

青　

森

支
部
組
合
／
ホ
ー
ル
に
よ
る

社
会
貢
献
活
動

福
祉
施
設
に
シ
ール
貼
り
作
業
を
依
頼

大　

分


